










































































































































































































































































































































































条件 表示 図 行間 文節間余白 キーワード強調 ルビ
１ 図有り 図有り 有り 15pt 無し 無し 無し
２ 図なし 図なし 無し 15pt 無し 無し 無し
３ 行間変更 行間 無し 30pt 無し 無し 無し
４ 文節間にスペース 文節 無し 15pt 有り 無し 無し
５ キーワード強調 強調 無し 15pt 無し 有り 無し


























































男性 105 27 132
女性 46 28 74



















































































































































読む気になる順位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位
失語群 行間 図有り ルビ有り 強調 文節 図無し
非失語群 行間 図有り 文節 強調 ルビ有り 図無し
読む気にならない順位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位
失語群 図無し 強調 ルビ有り 文節 図有り 行間





















































































































































































































































































































5） Goodglass, H.・Kaplan, E.（1975）『失語症の評価』（笹沼澄子・物井寿子訳）医学書院　1975
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